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ド ブ ネ ズ ミ と ク マ ネ ズ ミ 問 の 受 胎

1.ダ イコクネズ ミの人工助精 におけ る黄体の

機能化 と精子懸濁液の性状*

平 岩 馨 邦 。吉 田 博 一

Conception by the cross between Rattus norvegicus and R. rattus 

     I. Activation of the corpus luteum and properties 

          of the sperm suspension in the artificial 

              insemination of the albino rat 

        Yoshi Kuni Hiraiwa and Hiroichi Yoshida

Morgan('09)は ドブネズミRattusnorvegicusと クマネズミR.rattus間 の雑種

を自然交配によつてえんと色 々試みているが,い ずれ も失敗 している.こ のような場合,

人工助精は雑種形成の有力な一手段と考えられる.

一一方ダイコ クネズミの人工助精はBlandau一 派によつて試みられ ,良 好な結果が報告

されているが,そ の方法は精子の採取,発情 している雌の選択,精 子の注入及び黄体を機

能化するための刺激か らなると考えられる.こ れ らの方法の中黄体を機能化するための刺

激 としては,従 来子宮頸管に対する機械的及び電気刺激,頭 部に対する電気刺激 精管を

切除 した雄による交尾刺激や,鼻 粘膜に対する化学的刺激等が報告されている.ま た精子

懸濁液の性状は受精 と直接の関係をもち,そ の良否は 人工助精に大きな影響をおよぼすと

考えられる.

そこで,わ れわれは1952年 の9月 から12月 までと1953年 の4月 から6,7,8月 を除

いて12月 にかけて,ま ずダイコ クネズミで人工助精を行つた.そ して黄体を機能化する

ために数種の刺激を試みてこれらを比較し,あ わせて注入した精子懸濁液の性状 と妊娠成

立 との関係を検討した.

材 料 及 び 方 法

この実験に使用した材料は生後4ヶ月 ～1年 半の雌ダイコクネズミ53匹 で,各 雌に1
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～6回 の人工助精を行 つた .な お対照 として,同 時期に正常 の雄 と交尾 を行わせた雌32匹

を用いた.

精 子 の採取は副 睾丸尾部 か ら行 い,尾 部1箇 につ き・0.3、0.6ccの ・ツ ク液 を注加 して

精子 懸濁液をえた.一 一・方雌 の発情は,膣 脂膏 とBlandau,BolingandYoung('41)の

方法 に よる交尾反応 とで確めた.こ の雌 をエーテルで麻酔 し,約15度 の傾斜 を もつ 固定

台上 に保定 した.そ の後精子 懸濁液を,1/2ま た は1/1の 局部麻酔針 を と りつけた ルエチ

ン注射器 に吸引し,膣 鏡(医 科用の耳鏡 を使 用)と 額帯鏡 を使用 して,子 宮頸管か ら左右

の子 宮角に注入 した.な お ユ回の 人工助精 に使 用 した精子懸 濁液は0.1～0.2ccで,注 入

時に子 宮収縮 に よる漏出を防ぐため軽 く加温 した.精 子 の採取 か ら注 入 までの時 間は大体

3時 間以内であつた.そ して黄体を機能化 す るために4種 の頸管刺激を行 つた.

実 験 及 び 考 察

1.黄 体の機能化のための刺激

ダイコクネズミでは黄体の機能化は妊娠の前提であ り,正 常の交尾においては子宮頸管

に対する交尾刺激によつて黄体は発達し,内 分泌機能をもつようになる.し かし人工助精

においては正常の雄 との交尾はできないので,こ れに代るなんらかの刺激が必要である・

故にわれわれは人工助精の際に下記の4種 の刺激を試みた.こ れらの刺激と黄体の機能化

及び妊娠成立との関係は第1表 に示す通 りである.

第1表.各 種 黄体機能化のための刺激と妊娠成立との関係.

1)正 常の雄 との交尾を行わせた例数.

2)2例 は妊娠後期に胎仔が斃死 し,娩 出不能であつた.

機械的刺激:子 宮頸管を精子懸濁液注入の前後に注射針 または鋼線で刺激したのである

が,人 工助精例20例 の中偽妊娠をおこしたものはわずかに1例(5%)に すぎず,妊 娠は

み られなかつた。LongandEvans('22)は 発情前期または発情期のダイコ クネズミに

!トの前立腺分泌物,リ ンゲル液によるノトの前立腺の抽出液あるいは リンゲル液を子宮頸管

か ら子宮内に注入して,偽 妊娠をおこさせている.ま た単に注射器,細 い ガラス俸ある

いは真鍮の棒を子宮頸管に 挿入することに よつても 同様の結果を報告 している.そ の他



Slonaker('29),Meyer,LeonardandHisaw('29),Haterius('33)等 も機械的刺激

を試 みてい るが,偽 妊娠の誘発率は相当低i率か ら70%前 後 であつたこ とを報告 してい る・

またMeyer,LeonardandHisaw('29)ll磯 械 的刺激を行 う時,麻 酔 した ものでは しな

い もの よ り偽 妊娠の誘発 率が低下 し,エ ーテル麻酔 では10%で あ つた といつ ている.わ

れわれの実験におけ る5%と い う低 率 も,麻 酔の影 響が考 えられ る.一般 に機械的刺激は

電 気刺激や交尾刺激に くらべて劣 り,実 験 においても最 も効果が不良で,人 工助精に使用

す ることは不適 である.

交 流電気刺激:ニ ク・ム線5本 を直連結 して100Vの 交流 を通 し,こ れか ら15～30Vの

交 流を誘導し て子 宮頸管 を精子懸 濁液注 入の前後 に刺激 した,通 電は家畜 の精液採取用の

電気刺激器の場合 と同様 に,5～10秒 づ っ30～60秒 の間隔 で3回 位行 つた.な お一部に

は精嚢 と前立腺の分 泌物を脱脂綿につけて作 つた 人工膣栓 を併用 した.こ の方法では 人工

助精 例26例 中13例(50%)に お いて黄体 の機能化がみ られ,そ の中3例 が妊娠 した.

ErshoffandDeuel('43)1よ ダ イ コクネズ ミの脱落膜腫形 成の際 に,60Vの 交流 で子 宮

頸管 を1～2秒 刺激 しているが,そ の効果は不明であ る.実 験 におけ る黄体 の機能化 の誘

発率 は比 較的高 かつ たが,黄 体の機能化 した ものに対す る妊娠 の割合は23.1%の 低率 で

あつた.こ の事 は後述 の よ うに注 入精子 の影響 によるとは考え られず,む しろ この刺激 が

ネズ ミ自体 の生理 または受精 になん らかの障害 を与 えるものと思われ る。 また この刺激 と

の関係 は明 らかでないが,施 術後数 日で死亡 した り,腹 腔 内に膿腫 を生 じて死亡 した もの

等がみ られた ことか らも,こ れが良好 な刺激 である とは考 えられない.

感 応 コイル による電 気刺激:GreepandHisaw('38)の 方 法に したがつて,精 子懸濁

液注 入の前 に,5～10秒 間 連続 して子 宮頸管 を刺激 した.そ して…部 に前述 の 人工膣栓 を

併用 した.そ の結果,人 工助精例16例 中5例(31.3%)に 黄体 の機能化がみ られ,全 部

妊娠 した,GreepandHisaw('38)は 発 情前 期の後半 または発情期 に この刺激 を与 えて,

87%の 偽 妊娠 誘発率 を 報告 し てい る.そ の他Shelesnyak('31)は82%,Haterius

('33)は92%の 偽 妊娠誘発率 を報告 している.ま たBlandauandJordan('41)は 人

工助精 に この方法 を用 いて,正 常 の交尾の場合 と同様 な高率 の妊娠率をえ た といつてい る.

しか し実験では黄体 の機能化が低率 であつて,こ の原 因 としては電流の強 さ,個 体 の感受

性や麻酔 の影響等が考 えられ る.こ の刺激は好結果 をえ るこ とがで きなかつたが,妊 娠成

立 のためには交流電気刺激で考 え られ る障 害は認 め られず,良 好 な結果 の報告 もあ るので,

更に検討 を要す る.

精 管を切除 した雄 による交尾刺激:供 試雌が発情 してい る夜 中,精 管 を切除 した雄 を同

居 させて交尾を行 わせ た.そ の結果,人 工助精 例34例 中26例(76.5%)に お いて黄体

の機能化がみ られ,そ の中18例 が 妊娠 した.こ の方 法は最 も自然 的で,LongandEvans

('22)は 精 管を 切除 した雄 が全 く正常に交尾を行い,そ れに よつて雌 は偽妊娠 をお こす こ

とを明 らかにし,Slonaker('29)は100%の 結 果を報告 してい る.Haterius('33)は

機 械的刺激,電 気刺激 とともにこの方法 を行 い,三 者 の中で最 も良 い結果 をえてい る.竹

脇('47)も こ の方法が偽妊娠誘導のための最 良の方法であ るといつてい る.わ れわれ の実

験において も之が最 良の結 果を示 している.し か し対照 に くらべ てなお低率 であ るのは,



精管を切除した1匹 の雄に対 し2匹 以上の雌を配したことが多かつたので,十 分に交尾が

行われない場合があつたことによるのではないかと考えられ る.こ の点を考慮すれば,更

に満足な結果がえられるものと思われ る.

2.注 入精子懸濁液の性状と妊娠の成立

精子懸濁液の性状が受精に重要な関係をもつことはい うまでもなく,特 に精子数 と生存

率及び活力は大切であるので,主 としてこれらについて述べ,あ わせてその他の性状につ

いても若干言及したい.但 し前述のように交流電気刺激は有害ではないかと考えられるの

で,感 応コイルによる電気刺激 と精管を切除した雄に よる交尾刺激を行つたものの中,黄

体の機能化したもののみについて,精 子懸濁液の性状 と妊娠成立 との関係をみることにす

る,な お生存率及び活力は顕微鏡下で,精 子数は トーマ血球計算器でしらべた.

副睾丸尾部からえた精子は一般に活力が弱 く,10～55%平 均約30%の 非運動性の精

子を含んでいた.そ の程度を表わす指標 として,生 存率 と活力から西川('51)の 生存指数

を算出すると16.25～52.5平 均35.2で,家 畜の人工助精に使用される精子の場合と比較

して低い.し かし生存指数 と妊娠成立 との関係は第2表 に示すように,生 存指数が相当に

低 くければ,受 精に支障があると考えられるけれ ども,使 用した範囲ではほとんど影響は

みられなかつた.

第2表.生 存 指 数 と妊 娠 成 立 との 関 係.

また1回 の助精 につき1,000万 ～2,600万 の精子 を子宮 内に注入 したが,精 子 数 と妊娠 成

立 との関係 は第3表 の ように,受 精に対す る悪影響 はみ られ なかつた.更 に片側の子 宮角

にのみ,500万 以 下 の注入を行つて妊娠をお こさせた 場-rrも あ つたので,も つ と精子数 は

少 くて もよい と思われ る.

第3表.精 子 数 と 妊 娠 成 立 と の 関 係.

Snel1,HummelandAbelmann('44)は ハ ツカネズミの 人工助精 の際に,精 管か らえ

た精子が一般に50%以 上 非運動性であつた ことを指摘 している.し か しこの事はほ とん

ど受精に影響 しなかつた よ うで,わ れわれの実験 においても同様な ことがみ られた.一 方

LeonardandPerlman('49)はダイコ クネズ ミで死滅精子 が卵管子 宮rl部 を通過 できな

い ことを指摘 してお り,精 子懸濁液 中の非運動性精子 とも関連 して,こ の生存指数 と精子



のもつ受精力との関係は 更に検討を要する問題であろ う.ま たBlandauandOdor('48)

は交尾後の雌ダイコ クネズミの生殖道内における精子の分布をしらべ,子 宮内の精子数に

対し,受 精の場所と考えられる卵管膨大部では,そ の数が非常に少いことを明らかにして

いる.こ の事からも注入精子数はある一定数以上が必要であると考えられるが,そ の限界

は明らかでない.

pHは 櫨紙法(東 洋濾紙のBTBを 使用)で 測定 し,副 睾丸尾部の粘稠な精子液は6.8

～7.6を 示し,ロ ツク液の添加で若干アルカ リ性をましたが,7.8を こえることはなかつ

た.ま た畸形精子は極めて少いようで,ま だ十分の検討は行つていないが,尾 部彎曲精子

をわずかにみた程度であつた.牛 におけるこれ らの性状 と受胎率との間にはほとんど相関

がないといわれるが,ダ イコクネズミにおいても,こ れらが受精に大 きな影響をおよぼす

とは考えられない.

産仔数は 人工助精例21例 平均3.85士0.45で,対 照の30例 平均6,80士0.36に くらべ

相当に低い.SoderwallandBlandau('41)は 排卵前5～8時 間に人工助精を行つたも

ので平均6.3,排 卵の10時 間以前のものでは産仔数が減少することを報告 している.し か

しわれわれの産仔数が少いのは,精 子懸濁液の性状または雌生殖道内で精子が経過した時

間の長さによるものとは考えられず,む しろ精子注入の際に誤つて片側の子宮角のみに注

入した場合が含まれていたものと思われる.

摘 要

ダイコクネズミで人工助精を行い,黄 体を機能化するための刺激として,機 械的刺激,

交流電気刺激,感 応コイルによる電気刺激及び精管を切除した雄による交尾刺激の4種 の

方法を比較検討した.こ れらの刺激の中で,精 管を切除した雄による交尾刺激が最も良好

な結 果を示した.注 入精子の活力は 一般に弱 く,且 つ非運動性精子を平均約30%含 んで

いた.ま た精子数は1回 の人=〔助精に1,000万 ～2,600万を注入した.こ れらの性状は受精

にほとんど支障を来たさないようであつた.そ の他pHや畸形 精子の存在も受精に影響が

あつたとは考えられない.産 仔数の少かつたことも注入した精子懸濁液の性状によるとは

考えられず,む しろ注入技術の未熟によるものと思われる.
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 Résumé 

Artificial inseminations were tried in the albino rat ; various cervical 

stimulations to activate the corpus lutcum were tested and relations between 

the properties of the sperm suspension and the occurrence of the pregnancy 

were examined. 

   The cervical stimulations used were the mechanical stimulation, the 

electrical stimulations by the alternative current and by the faradic current 

taken from an induction coil, and that of the copulation with a vasectomized 

male. Of these the last was the best. 

   The percentage of motile sperms in the sperm suspension obtained from 

the cauda epididymis was average 70 0, but its activity was feeble. The 

numbers of sperms per insemination were from 10 to 26 millions. It was 

supposed that these properties of the sperm suspension did not affect the 

fertilizing power except in a few cases. The size of the litter born by artificial 

insemination was usually lower than that of normal mating, but it was not due 

to the properties of the sperm suspension, being caused by the unskilfulness 

in the technique of inseminatoin.
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